
第5章 スタンチヨン

1.スタンチヨンの概要と特徴

スタンチ ョンは､牛を牛舎内やパ ドック､放牧地で係留する設備であり､牛の首

を挟み込む道具をいう｡

肉用牛経営の多くは群飼管理であるので､一度に多くの牛を係留するような場合

には連動スタンチョンが効果的である｡ 牛の頭がスタンチョンに入った際に止め金

が機械的に働いて自動的に牛を係留できる｡

あらかじめ飼槽に少量のエサを配っておいて､集合 した牛が飼槽内のエサを求め

て頭をスタンチョンに入れるとその瞬間にロックされる｡この係留作業を一人でで

きるのが連動スタンチョンの特徴である｡

放牧場でこのような牛群捕獲の省力作業を可能にするには､放牧開始前に牛群を

エサと連動スタンチョンに馴致しておく必要がある｡

2.連動スタンチヨンのメリット

連動スタンチョンは飼料給与や.繁殖などの管理作業を飛躍的に軽労化できるもの

でメーカーによって種々のタイプが販売されている｡

まず､飼料給与時にエサに対する牛の採食競合を防止できる点である｡飼槽から

牛が自由に摂食できる場合は､牛社会では社会的順位 (強弱の順位)ができやすい

ので､強い牛がそのエサを独占する傾向が強いが連動スタンチ ョンによって競合を

緩和することができる｡エサ食いが均等になれば繁殖牛の栄養度を管理 しやすくな

り､繁殖成績も向上する｡

次に､連動スタンチ ョンは､牛群全体､あるいは群内の特定牛を捕獲するのに極

めて便利で効果的な点が挙げられる｡特に､種付け､妊娠鑑定､予防注射や治療を

したい場合に極めて容易に保定できる｡

3.固定式連動スタンチヨン

固定式連動スタンチョンは､放し飼い 式牛舎や放牧施設などで頭数の多い牛群を一度

に捕獲することができる｡肥育素牛の集団飼育では栄養状態の把握が重要となるが､連

動スタンチョンで育成牛や子牛を一列に係留して成長度合いを比較することもできる｡
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また､繁約年群の管理では発情牛を見逃さないことが特に1正賓 となるが､連動スタンチ

ョンに係留 しているとその発情牛発見が細めて容易となる もし発I榊 て微弱であったり

して もスタンチ ョンに係留して-G脱検査で帖付け適期を判断できる (写真 14)｡

'LJ'･i'!'-1Ll ノlニ缶lJiにおける連動スタンチ:Jンtl)例でJjifiltのタイ-/がある

放牧場で偉牛を速効スタンチ-=1ンに係留 して､ f･-Jf'-だけを風i市から守る別飼施設に

入れることもできる (''j-:畏 15､ 16)｡別飼 い施設の妹はコンクリー トを張り､乾

燥 した敷料を 卜分に入れ術fl三的な環境で-[･牛を†翫唾することができるから別別施設

は召トの三I･-.魔性向上に!Tf要な施設である｡

?j'･i'い 5 野外V)辿動ス[/ンチ:Jン

4.移動式スタンチヨン

写出16 7'-Jf:別糾いJFB一役

小規模な放牧地や- トックで簡易に設lFFtLたり､移劫することのできる5頭程度

を係留する小規模スタンチョンである

r･川'･)によってさまざまな場所に波節できるが､野外ではスタンチョンの設LL.T.場所

を囲在化すると草地の裸地化や 泥浄化が進むので､飼槽や水槽と一緒に-定期flijで

移動させることが多い ス タ ン チ ョ ン-の妨埠柵には電気牧柵が班別である 暑熱

の強い地方では庇陰林 の 中 に ス タ ン チ ョ ン をTikLけたり､スタンチョンの上部に庇陰

の屋根を設置す る 場 合 も あ る (写 真 1 7)｡
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'Fi夏f17 小組順序肋式スタンナ:Jン(/i:)と(･Jl'･u)休息IFT(,LJ-)

沖縦県畜塵研究セン ターで展示している串例で代､飼鰭を付帯 した移動タイフの

連動スタンチ ョンが配[77され､発IIIJi･妊娠確認や人⊥授精 を容易におこなうことが

できる. また､ ∫-1卜堀川横地がこのセンターのそばにあ り､ 庇陰施設や 四二が雨で

捕れないように高床スノコも設耶されている

(細 川 吉 摘 )
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